
災害廃棄物記録サービス
（ＷＣＭ誕生物語）



１．東日本大震災復興支援（2011年4月～2016年3月）・・・いわき市／クレハ環境

誕生のきっかけ（写メＱ）

テーマ： 写真を撮影するだけで管理できないか？



１．東日本大震災復興支援（2011年4月）



【被災現場】 【仮置き場】 【中間処理】

焼却破砕

選別材料【製造メーカー】

【最終処分】

Reuse

Recycle

１－１．対応範囲

復興



除去物積載

運搬

仮置場排出場所

積載時と受入時の、車輛ID、GPS位置
情報、日時、画像をサーバーで照合して紐付け。
作業記録を保管。

データセンター

GPS衛星

登録ID: 12345678
日時: 2011-04-04 09:30
位置: 37.5588, 140.4012

登録ID: 12345678
日時: 2011-04-04 12:40
位置: 37.4711, 139.7601

携帯電話で
積み荷姿、
積み降ろし後の車

輛
を撮影後、センタ

ー
に送信

（仮置場責任者）
撮影画像内の車輛IDで照合

作業委託者が
作業記録を確認

作業内容照会
一覧表ダウンロード

QRコードつき
支援車輛標識

1
2

3

4

5

スマートフォンで
積み荷姿/車輛を撮影後
センターに送信

（現場作業者又は収集運搬者）

現場の片付け・分別

１－２．災害廃棄物管理のしくみ



１－３．車両標識（参考例）



１－４．システムの概要
１．処理状況画面

２．位置情報画面

３．明細出力指示画面

３－１．明細表（EXCEL）

３－２．画像リスト

毎日配信された



To宛先

Sub件名

添付

本文

mani@e-sis.co.jp

０００６０７０５１２０

写真１／写真２

携帯電話の画面

写真１

写真２

手入力（マニフェスト伝票）

999

品目／重量etc

１－５．携帯電話方式（初期導入）



設定画面

マニフェスト番号、
品目の入力

写真撮影後
（送信ボタンをタップ）

送信写真撮影

１－５－１．スマートフォンアプリ方式（本稼働）



導入のための機材を低コスト化。

・写真／GPS（位置情報）付きの携帯電話etc.
・震災支援車両の登録表出力のためのプリンタ（Ａ４以上）
・クラウド型であるため、サーバーの運用管理が楽。

導入メリット

・廃棄物の搬出時と搬入時の状態が写真で記録が残る。
・廃棄物がどこからどこへ移動したかが記録に残り、
地図上で確認することができる。

・震災廃棄物であることを明確化し、処理費用の曖昧性を
減じる。

１－６．導入の目的（当時）



１－７．導入の結果（効果）

① 現場作業が写真を撮るだけで記録が残せた。

② リアルタイムで状況が確認ができた。

③ 管理コストの大幅削減が出来た。

・管理担当者の省人化
・システムにかかるコスト削減

④ 毎日確認が出来たので報告書の確認が迅速にできた。

⑤ システム導入が早い。



２．福島県富岡解体工事建物解体工事記録 （2018年4月～2021年3月）・・・ＪＶ

ＷＣＭ誕生（活動記録管理システム）

テーマ： 管理コストを大幅に削減したい



２．福島県富岡解体工事建物解体工事記録

【解体前】 【解体後】【解体中】

バラ

フレコン

三者立会、
空間線量測
定など約３
５枚の写真
撮影

クラウド
サーバー

解体工事記録

作業日報
提出

解体廃棄物発
生量管理表

収集・運搬に
関する記録

その他進捗
管理表等

【仮置場】

受入データ記録
保管写真撮影

搬出データ（マニフェスト）記録
積込写真の撮影

+

環境省・委
託業者完了
立会、地権
者立会など
約４０枚の
写真撮影

散水状況、
各種排出物
の積込みな
ど約８０枚
の写真撮影

システム構成：
①解体管理システム
②搬出管理システム
③仮置場管理システム



【解体現場】 【仮置き場】 【中間処理】

焼却破砕

選別材料【製造メーカー】

【最終処分】

Reuse

Recycle

２－１．対応範囲

復興



２ー２．活動記録管理システム構成図

解体現場

搬出現場

活動記録

仮置き場

日報ＤＢ
（オプショ
ン）

現場事務

管理事務

記録表

発生量
管理表

動産廃材
振分表

日報
集計表

出来高表

家屋

現場担当者

運転手

車両

仮置場担当者

アルバム
印刷

監視

実績照会

ログ画面

日報登録 日報

【オプション】【現場アプリ】

【管理ＷＥＢ】

活動記録管理サービス（福島モデル）概要

不法投棄はできない



２－３．各種ＱＲコードの種類（参考例）

ＱＲコードには、データ暗号化の鍵も
入れてあるので、大きなサイズになって
いる

Ａ４サイズ

Ａ４サイズ

名刺サイズ

名刺サイズ

名刺サイズ



２－４．エビデンス（タイムライン）

タイムライン（５Ｗ１Ｈ）



２－４－１．エビデンス（画像）

画像



２－４－２．エビデンス（修正ログ）

修正ログ
修正年月日 修正担当者 修正前 → 修正後

タイムラインにも表示される



マスタ登録後ＱＲコード発行

PCまたはスマホで必要項目（マスタ）を入力＝マスタ登録

２－５．システム管理アプリ



解体現場アプリ 仮置き場アプリ

２－５－１．現場用アプリ



管理画面

不備のある入力データは「記録外データ」に保管される
⇒管理が容易

タイムラインで
履歴を管理

２－５－２．管理用アプリ



２－６．導入の目的

管理のための人材を大幅に削減。

・ＩＴの活用
・活動記録管理の導入
・決済スピードを向上したい。
・報告書の正確性を高めたい（エビデンスの確保）

導入メリット

・廃棄物の搬出時と搬入時の状態がエビデンスがが残る。
（タイムライン・写真・修正ログ）

・不適切処理が防止できた。



２－７．導入効果

① 伝票登録の要員が５人いたが要らなくなった。

② 当日の夕方のチェックだけで良くなった。（確定）
→ アプリにﾁｪｯｸ機能がある。

③ エビデンス（タイムライン、写真、修正ログ）が残っているので安心。
→ 不適切処理の抑制（下請けの支払いに実績管理として利用される）

④ 報告期限前後のドタバタが無くなり、提出期間が１０日から翌日になった。

⑤ 管理コストが大幅に削減され、ミスの指摘が激減した。

⑥ 本来の安全管理の作業に注力できるようになった。
→ 雑務が激減した。



活動記録管理旧システム

５－４－９．従来システムとの作業ミスの比較

EVIDENCE

旧システム

旧システム（パソコン）の課題
・伝票ミス、登録ミス
→ 登録・チェック作業に人件費がかかる。

25

並行テスト＝８％の差異

２－７ー１．活動記録によるミス削減効果


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25

